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	基本情報
	
	Basic Information

	事業名
	
	Name

	家族を一つにするミーティングシートプロジェクト
「家事の見直しではじめる女性活躍社会」
	
	One Family Meeting Sheet project “ Women empowerment begins with a review of housework ”
＊Below, One Family Meeting Sheet is referred to as "OFMS".

	目的
	
	Purpose

	女性の就業率は、年々増加していますが、男性と比べて非正規雇用が多く、管理職の割合が低いのが現状です。
その原因は、家事・育児分担の男女間格差の存在が、女性が社会で働く時間の確保のための妨げとなっていることが挙げられます。
そこで、家庭内での家族の家事分担を「見える化」するシートを作成し、これを普及させることで、夫が妻をサポートしやすくするプロジェクトを実施しました。
	
	The employment rate of women is increasing year by year, but the number of non-regular employees is higher than that of men, and the ratio of managerial staff is low.
The reason for this is that there is a gender gap in housework and childcare, which is an obstacle to securing time for women to work in society.
Therefore, we made a project to make it easier for husbands to support their wives by creating a sheet that “visualizes” the division of household chores and disseminating it.
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	開始日※日付で記載
	
	Start date

	
	
	JCIウェブフォームは、カレンダーから選択方式なので記載不要。

	終了日※日付で記載
	
	End date

	
	
	JCIウェブフォームは、カレンダーから選択方式なので記載不要。

	事業対象者
	
	Target

	３５０名のJCI名古屋の会員で既婚者の者
７２００名の既婚者の一般人と結婚希望者
	
	350 married JCI Nagoya members
7200 married citizens and someone who wants to get married

	SDGsの該当項目
該当項目を１つのみ選択
	
	Sd goal

	ゴール５: ジェンダー平等を実現しよう
	
	Goal 5: Gender Equality

	発展段階
Active Citizen Framework「展開」の項目での３項目の発展段階から選択 ①健康な身体と精神　②教育と経済力強化　③平和・繁栄・持続可能性
	
	Development stage
“Health and Wellness”・“Education and Economic Empowerment”・“Peace, Prosperity, and Sustainability”から選択

	②教育と経済力強化
	
	Education and Economic Empowerment

	概要
	
	Overview

	前書き
ワーク・ライフ・バランス（以後、WLB）の推進は日本政府にとっての最重要課題の一つです。
夫の家事・育児参加を促し、夫婦の会話時間を延ばすことをつうじて、子どもを持つ人々の生活満足度や幸福度を高めていることが、実証的に明らかになりました。
日本政府は、「最近夫婦で会話をしていますか？」と国民に問いかけ、自分の気持ちを上手く相手に伝えられず、モヤモヤしていませんか？この「家族シート」を活用して楽しく真剣に、これからの、2人のこと・家族のことを話してみましょう、と促しました。
この「家族シート」は、日々の家事や育児の項目を洗い出し、どのようにシェアし、お互いに支え合うのがよいのかを確認し合うためのコミュニケーションツールとなることが目的です。

●日本人は家庭内での会話が不十分？
日本政府は、家庭内で配偶者と子どものことで話し合う頻度の国際比較調査を行いました。
よく話し合うという回答は、韓国が68.5%、アメリカが66.2%に対して、日本は50.5%でした。日本は、家庭内でよく話し合う割合がおよそ半分しかないことが分かりました。

●名古屋は日本の中でもどのような地域的特色がありますか？
名古屋市は、日本国内でも大きな都市であり、社会的環境も先進的ではありますが、男女の社会進出の考え方については保守的な風土が強く残る都市です。
名古屋市では、「専業主婦」といわれる、女性が家事を一人ですべて行う昔の風習が以前根強く残っています。
女性の年齢階級別労働人口比率を見ると、全国の数値を比較して、名古屋市のある愛知県では、２５～４４歳の就業率が低くなっています。
この年齢はまさに子育て世代であり、家事・育児の分担が上手くできていないことが、この大きな原因となっていると考えられます。

●そこにある危機は何ですか？
世界経済フォーラム（WEF）は2019年12月に各国のジェンダー不平等状況を分析した「世界ジェンダー・ギャップ報告書（Global Gender Gap Report）2020」を発表し、日本は121位と昨年の110位から11順位を下げ、過去最低の順位となりました。
家事・育児分担の男女間格差を解消することで、「本当は働きたいけど働けない」と感じている女性の社会進出を推進し、女性の年齢階級別労働人口比率を上げることができます。
社会の中には、本人や企業の中で女性のためにあらゆるバランスのとれた生活を促進することを目的としたプログラムの欠如があります。
JCI名古屋は、その社会課題に対し持続可能な解決策を見つけるためのロードマップを作成しています。
男性も女性も社会で活躍し少子高齢社会の日本を支えていくために、私たちは、女性の家庭での分担している労働の内容を可視化することを考えました。
可視化した内容を家庭内で共有することで、皆で家事を分担する日常をつくります。
それが、ジェンダー平等社会の実現の機会創出へとつながります。

●ＪＣＩ名古屋の取組みと成果は何ですか？
日本政府作成の家族シートは、一つずつのテーマが重く、また、一つずつの質問が抽象的で答えづらく、わかりにくいという問題点がありました。
これを解消すべく、まずは、回答時間を短くし、直感で回答できる質問内容に変更しました。
また、この家族シートに回答するだけで終わらせるのではなく、家族会議を頻繁にするためのきっかけ作り、家族会議を行うための方向性を夫婦間で共有できるようにしました。

さらに、政府作成シートは夫婦間でその家事・育児を「どちらがすべきか」という視点でとらえているのに対し、ＪＣ版家族シートでは「各々が何をやりたいと思っているか」を優先できるような仕組みにし、家族会議後も夫婦双方が納得して家事・育児に取り組めるように工夫しました。

その課題を解決するための１つとして、政府と協力し、「家族を最強にするミーティングシート」を策定し、導入するプログラムを策定しました。


◆私たちは、影響を生み出すために、アクティブシチズンフレームワークを実践しました。
私たちは、男性が、企業や家庭内で、女性に対する意識を高めるため、さまざまな要素を結びつけ、女性がバランスの取れた生活を送る機会を創出します。

JCI には持続可能なインパクトを生み出すために、社会全ての分野を繋ぐ役割があります。そして持続可能なインパクトは地域を超えた能動的市民の行動により生み出されます。
JCI アクティブシチズンフレームワークで述べられている概略は、地域の需要を割り出し、持続可能な解決策を策定し、協力団体とともに行動を起こしながらも検証を行うことです。
これは全て持続可能性を確実なものにするための段取りであり、このプロジェクトもこのフレームワークに則って行われました。

1） 分析する
地域が直面する課題を解決する為には、課題の根底にあるものを特定しなければならない。日本の古い風習である、男性が外で働き、女性が家事を担うという文化を、変えることは簡単ではない。
しかし、日本が少子化社会となった今、労働力減少の問題の解決は、女性の社会進出が欠かせない。
そして、育児は女性が主として担うことが多い現状において、働く女性にとって、出産・育児と仕事との両立は大きな課題となります。
それには、家庭の役割分担を見直せる仕組みが必要です。

2） 展開する
様々な調査からわかることは、家庭内での会話が少ないことが、家庭の仕事を女性が一手に引き受けざるを得ない状況を作る一因であることがわかりました。
地域需要の分析が課題の真の在り処を明確にさせるのと同様、社会全ての分野を繋げ解決策を導き出すことは持続可能なインパクトを確実なものにします。

地域は以下の統合された３段階を通じて、より豊かになり、発展します。
第１段階：健康な身体と精神
良い社会を築くためには、健康な人々は欠かせません。そして、女性が社会で活躍するのも、家庭内を健やかに過ごせるからです。

第２段階：教育と経済力強化
女性は家で家事を担うという文化で育った人にとって、女性も男性同様に外で働くという意識変革には、継続的な教育が必要です。
このプロジェクトは、まさにこの段階に関係します。

第３段階：持続可能性
女性の社会進出と女性が働きながら家事をバランスさせるためには、社会全体で長期的な視点で行動する必要があります。
第３段階を実現するためにも、第2段階で、女性が仕事と家事を両立できる家庭生活の実現が重要になります。

3） 実行する
インパクトを増大させるために、私たちはフレームワークのあらゆる段階において関係者と協力します。
ＪＣ版家族シートの作成にあたっては、男女間の平等な家事分担について積極的に活動しているＮＰＯ法人に協力を依頼し、共同で作成しました。
その後、ＮＰＯ法人と共同して作成したＪＣ版家族シートを使用して、実際に市民が家族会議をすることで、市民の意見を取り入れて、さらにＪＣ版家族シートをより取り組みやすいものに改訂します。
そして、社会に広く利用できるようにしてジェンダー平等社会の実現を目指します。
最終的に完成するＪＣ版家族シートは、「ランチをしながら笑顔で気楽に話し合える」をコンセプトとし、多くの市民の意見を反映した市民目線に寄り添った内容とすることを想定します。
「夫がどうしたい」・「妻がどうしたい」だけでなく、家族全体として将来どうありたいかを話し合える内容にします。


4） 検証する
プロジェクト全体を通して、結果を監視して、目標と意図した影響を達成できるかどうかを判断する必要があります。
ポジティブな変化がどれほど起きたのか、計測を試みました。
そして、完成させたＪＣ版家族シートを、市民と会員が実践し、その結果と感想や意見を収集し、名古屋市等の行政に対し報告を行います。
JC版家族シートを実施した結果と検証内容の愛知県並びに名古屋市への報告会開催は、１０月に開催予定です。

そして、今後も引き続きＪＣ版家族シートを利用できるような場を設けてもらうよう依頼します。

JC版家族シートは３１３５人もの方に実践してもらい、アンケートにご回答いただいており、うち７５・９％の方から夫婦の家事・育児分担が良い方向に変わったとご回答いただきました。
これはとても大きな成果と言えます。

◆以上のように、このプロジェクトは、アクティブシチズンフレームワークに沿って行いながら、社会に向けて、さらに効果的に宣伝するために次の２つの行動を展開しました。

1） ２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎとのコレボレーション
２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎは、今年で１４年目を迎える、多様で洗練された女性のためにの国際的な大会です。
地球環境保護問題を、世界的規模で取り組むことができる女性たちを応援し、母なる地球を平和で美しい地球として、次世代の子供たちに引継ぐことを目指しています。
ＳＤＧｓの目標「5」にある「あらゆる場所におけるすべての女性及び女児に対するあらゆる形態の差別を撤廃する」ということを、女性や子供達の生活環境を整え支援していくことで、Ｅａｒｔｈ　Ｊａｐａｎは開催されています。

名古屋ＪＣと２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎ愛知県大会とで協力関係を構築します。
２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．ＪａｐａｎはＳＤＧｓ「５ジェンダー平等を実現しよう」のコンセプトを基に開催され、本事業の趣旨と合致します。

公益社団法人名古屋青年会議所が２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎとで協力関係を構築し、それを公にすることで２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎ愛知県大会を通じて、名古屋ＪＣがＳＤＧｓを推進していることが広く周知でき、また、本事業への関心・興味を促すことで、実践数を増やします。

2） 愛知県予選会他、各地の予選会での実践
愛知予選会他、各地の予選会において、ＪＣ版家族シートを配布し、皆さんにその内容を説明し、使ってみようという気になってもらいます。
そこで、ＪＣ版家族シートを用いた話し合いが家事・育児分担の男女間格差の解消に有用であること、そうすることで家庭内において男女共に時間的余裕が生まれ、自らのライフプラン実現に向けて今以上に積極的に取り組むことができることを訴えます。


	
	INTRDUCTION
Promotion of work-life balance (hereinafter WLB) is one of the most important issues for the Japanese government.
It was empirically revealed that by raising the husband's participation in household chores and raising children, and by extending the conversation time of the couple, they are improving the life satisfaction and happiness of people with children.
The Japanese government asks the people, "Are you having a conversation with your husband and wife recently?" I urged to use OFMS to have fun and seriously talk about two people and their family.
The purpose of this OFMS is to become a communication tool for identifying daily housework and childcare items, sharing them, and confirming how best to support each other.

● Are Japanese people having insufficient conversation at home?
The Japanese government conducted an international comparative survey on the frequency of discussions about spouses and children in the home.
The answer to discuss well was as follows. Korea was 68.5%, the United States was 66.2%, while Japan was 50.5%. 
It turns out that in Japan, only about half of the households have a good conversation with each other.

● What regional characteristics does Nagoya have in Japan?
Nagoya is one of the largest cities in Japan and has a sophisticated social environment, but it has a strong conservative culture regarding the concept of male and female social advancement.
In Nagoya City, the old custom of a woman doing all the housework by herself, known as a "full-time housewife," has long been persistent.
Looking at the labor force ratio of women by age group, comparing the figures across the nation, the employment rate for people aged 25 to 44 is lower in Aichi Prefecture, where Nagoya is located.
This age is a child-rearing generation, and it is thought that this is largely due to the lack of sharing of housework and childcare.

●What is the clear and present danger？
In December 2019, the World Economic Forum (WEF) announced the “Global Gender Gap Report 2020”, which analyzes the situation of gender inequality in each country. Japan ranked 121st and 110th last year. 11 ranks down, the lowest rank ever.
By eliminating the gender disparity in household chores and childcare, it is possible to promote the social advancement of women who feel “I really want to work but cannot work” and increase the ratio of the working population of women by age group.
In society there is a lack of programs aimed at promoting all balanced lives for women in themselves and in business.
JCI Nagoya is developing a roadmap for finding sustainable solutions to its social issues.
In order for both men and women to play an active part in society, we thought of visualizing the contents of labor shared by women at home.
By sharing the visualized contents at home, we will create an everyday life in which everyone will share the housework. 
That will lead to the creation of opportunities for the realization of a gender-equal society.

●What are JCI Nagoya's efforts and achievements?
The family sheet created by the Japanese government had the problem that each theme was heavy, and that each question was abstract and difficult to answer, making it difficult to understand.
In order to solve this, first, we shortened the response time and changed the question content so that it can be answered intuitively.
Also, rather than simply answering this family sheet, we have created opportunities for frequent family meetings and allow the couple to share the direction for family meetings.

In addition, while the government-created sheet captures the housework and childrearing between married couples from the perspective of "which should be done," OFMS gives priority to "what each person wants to do". The system was devised so that both the couple could be convinced and engaged in housework and childcare even after the family meeting.

◆We practiced the Active Citizen Framework to create greater impact.
We connect various elements to increase awareness of women in the company and at home, and create opportunities for women to live a balanced life.

JCI Nagoya has the role of connecting all areas of society in order to create a sustainable impact. And sustainable impact is created by the actions of active citizens across regions.
The outline of the JCI Active Citizen Framework is to identify local demand, develop sustainable solutions, and conduct action and verification with cooperating organizations.
This is all a set-up to ensure sustainability, and this project was also done according to this framework.

１）ANALYZE: Examine Community Needs
To solve the challenges facing the region, we must identify the underlying issues.
It's not easy to change the old Japanese tradition of men working outside and women doing household chores.
However, now that Japan has a declining birthrate, it is essential for women to advance into society in order to solve the problem of labor shortage.
In addition, childcare is mainly handled by women, and it is a major issue for working women to balance childbirth and childcare with work.
To do this, we need a system that allows us to review the division of roles in the household.

２）DEVELOP: Formulate Sustainable Solutions
Studies show that less conversation at home is one reason why women are forced to take on all the home work.
Just as the analysis of local demands clarifies the true whereabouts of the challenges, connecting all sectors of society and delivering solutions ensures a sustainable impact.

The region will be enriched and developed through the following three integrated stages.

Step 1: Health and Wellness
Healthy people are essential for building a good society. Women also play an active role in society because they can spend a healthy time at home.

STEP 2：Education and Economic Empowerment
For women who have grown up in a culture where women carry out housework at home, changing education awareness that women work like men requires continuous education.
This project is exactly related to this stage.

Step 3：Sustainability
In order to balance women's social advancement and housework while women work, it is necessary to act from a long-term perspective throughout society.
In order to achieve the third stage, it is important for the second stage to realize a family life in which women can balance work and housework.

３）Execute
To increase our impact, we will engage partners in every step of the framework.
When creating OFMS, we requested the cooperation of an NPO corporation that is actively engaged in equal sharing of housework between men and women, and created it jointly.
After that, by using OFMS created in collaboration with an NPO corporation, the citizens actually hold a family meeting to incorporate the opinions of the citizens and further revise OFMS to make it easier to work on.
We aim to realize a gender equal society by making it widely available to society.
OFMS that will be finally completed is based on the concept of "easy conversation with a smile while having lunch," and it is assumed that the content will be close to the public's perspective, which reflects the opinions of many citizens.
Not only "what the husband wants to do" and "what the wife wants to do", but also the contents of the family as a whole can be discussed.

4） Review
Throughout the project we must monitor our results to determine if we are on track to achieving our goals and intended impact.
We measured how many positive changes occurred．
Then, citizens and members will practice the completed OFMS, collect the results, impressions and opinions, and report to the administration such as Nagoya city.
The results of OFMS and the details of verification will be held in Aichi Prefecture and Nagoya City in October.
And we ask that you continue to have a place to use OFMS.

OFMS was practiced by 3,135 people and answered the questionnaire. Of these, 75.9% answered that the housework and child sharing of the couple changed to a better direction.
This is a huge achievement.

◆As mentioned above, this project has carried out two actions to promote it more effectively to the society while carrying out according to the Active Citizen Framework.

１）Collaboration with 2020 Mrs. Earth. Japan
2020 Mrs. Earth. Japan is the 14th anniversary of this year's international competition for diverse and sophisticated women.
It aims to support women who are able to tackle global environmental protection issues on a global scale, and to pass on Mother Earth as a peaceful and beautiful earth to the next generation of children.
This competition will realize the goal of "eliminating all forms of discrimination against all women and girls everywhere" in the SDGs goal "5" by improving and supporting the living environment of women and children. 

We build a cooperative relationship with 2020 Mrs. Earth. Japan Local Qualifying Tournament in Aichi Prefecture.
2020 Mrs. Earth. Japan will be held based on the concept of SDGs, “Gender equality,” and it matches the purpose of this project.
JCI Nagoya cooperates with 2020 Mrs. Earth. Japan. It is possible to widely publicize that Nagoya JC is promoting the SDGs by making the cooperation widely known to people.
By doing so, we will increase the number of practices by promoting citizens' interest in this project.

2） Implementation of family seats at 2020 Mrs. Earth. Japan Local Qualifying Tournament in Aichi Prefecture
At the Local Qualifying Tournament, we will distribute OFMS, explain the contents to everyone, and encourage them to try using it.
Let them know that discussions using OFMS are useful in eliminating the gender gap in housework and childcare.
We appeal to the fact that the discussions with the family give birth to more time for both men and women at home, and that they can work even more actively toward the realization of their own life plans.
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	1 目的・財務計画・実施
	
	Objectives, Planning, Finance and Execution

	このプログラムの目的を記述してください。
	
	What were the objectives of this program? ※200単語まで

	このプロジェクトは、家族シートという簡単な方法を用いて、家庭内での女性の役割を、家族内で再認識することができます。
女性が担っているバランスの崩れた家庭内での負担を明らかにし、女性の働きやすい環境づくりを促進します。
それによって、家庭内でのより良い豊かな生活を実現するための道筋を明らかにし、女性の家庭内での対等な位置付け、そして社会における女性の活躍を後押しするものです。

日本の古来の文化は、一朝一夕には変えられませんが、ちょっとした取り組みから変革を起こせる取り組みを生み出すことに、このプロジェクトの主眼があります。

このプロジェクトの持続可能な開発目標・SDGsの目標は、5「ジェンダー平等を実現しよう」であり、その中での具体的なターゲットは次のとおりです。

5.4　公共のサービス、インフラ、および社会保障政策の提供、ならびに各国の状況に応じた世帯・家族内における責任分担を通じて、無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評価する。

5.c　ジェンダー平等の促進、ならびにすべての女性および女子のあらゆるレベルでのエンパワーメントのための適正な政策および拘束力のある法規を導入・強化する。

	
	The project can re-recognize the role of women in the family within the family, using the simple method of OFMS.
Clarify the unbalanced household burdens that women carry, and promote the creation of an environment in which women can work comfortably.
It is intended to clarify the pathways for achieving a better and richer life in the home, support women's equal positioning in the home, and support women's success in society.

The ancient culture of Japan can't be changed overnight, but the focus of this project is to create something that can be transformed from a little effort.

The Sustainable Development Goals and SDGs goals of this project is “Goal 5: Achieve gender equality and empower all women and girls”, and the specific targets are as follows.

5.4 Recognize and value unpaid care and domestic work through the provision of public services, infrastructure and social protection policies and the promotion of shared responsibility within the household and the family as nationally appropriate

5.C Adopt and strengthen sound policies and enforceable legislation for the promotion of gender equality and the empowerment of all women and girls at all levels

＜１８９＞

	このプログラムが、どのようにJCI行動計画に準じているかを記述してください　JCI Plan of Actionを参照して、インパクトImpact（影響力）・モチベートMotivate（意欲）・インベストInvest（投資）・コラボレートCollaborate（協働）・コネクトConnect（つながり）についてそれぞれ記載してください
	
	How does this program align to the JCI Plan of Action? ※200単語まで

	このプロジェクトはＪＣＩ行動計画と密接に連携しています。

影響
1） 家族シートは、質問項目を読むだけで、性別や立場にかかわらず家庭内での平等について意識を構築することができます。
2） 家族シートを回答する作業では、家庭内での会話が必要となるため、このプロジェクトは家庭内での会話を増やすことにつながります。
意欲
1） より良い家庭生活の姿をイメージすることで、家庭生活の改善に向けて行動できるようにします。
2） 会員全体で、社会における女性の活躍を推進しようという意識を持てるようにします。
投資
1） 会員は自らの資金を提供し、無償でこのプロジェクトを展開します。
2） 大会に参加者が無料で参加できるように、企業や団体からの寄付を受けました。

協同
1） 政府や地方自治体との連携を取り、行政と一体となってこのプロジェクトは推進されます。
2） このプロジェクトは、多くの市民や商店街、学校や産婦人科、企業との協力の下進められました。

つながり
1） このプロジェクトを通じて、会員同士の新たなつながりや、会員と他団体とのつながりが生まれます。
2） 将来に向けてこのプロジェクトを推進するためにも、持続可能な人材育成と教育が新たに行われるようになります。

	
	This project is closely linked to the JCI Action Plan.

IMPACT
1） OFMS can be used to build awareness about equality at home, regardless of gender or position, simply by reading the questions.
2） The task of answering OFMS requires conversations, so this project will increase conversations at home.

MOTIVATE
1） Imagine a better family life so that you can act toward improving your family life.
2） Raise awareness among all members to promote the success of women in society.

INVEST
1） Members provide their own funds and develop this project free of charge.
2） We will actively encourage donations from companies and organizations and increase the number of partners so that participants can participate in the competition free of charge.

COLLABORATE
1） In cooperation with the government and local governments, this project will be promoted together with the local government.
2） This project can be carried out in cooperation with many citizens, shopping streets, schools, obstetrics and gynecology, and companies.

CONNECT
1） The project will create new connections between members and connections between members and other organizations.
2） Sustainable human resource development and education will be newly provided to promote this project for the future.

＜２００＞


	予算計画通りにプロジェクトを実行できましたか？
予算上の工夫や、予算の内訳の概算を記述してください
	
	Was the budget an effective guide for the financial management of the project? ※150単語まで

	私たちのプロジャクトは、自己資金で運営されており、自分たちの人脈と力を使って、多くのスポンサーに運営に参加してもらい、USD 5,000を調達しました。

この資金を使って、イベントでの講師招聘やブースの出店、広報ポスターの制作・印刷、シートの制作・印刷、政府や自治体との協議の時間に費やしました。

予算の執行は、書面を理事会に提出し、審議を経てから許されるため、非常に厳格に管理されています。

	
	Our project is self-funded and we have used our contacts and strengths to get many sponsors involved in the operation and raised USD 5,000.

With this money, we spent time inviting lecturers, opening booths, producing and printing publicity posters, producing and printing sheets, and discussing with governments and local governments at events.

Budget execution is very strict, as it is only allowed after the document has been submitted to the board and deliberated.

＜７３＞


	このプロジェクトはどのようにJCIミッション・ヴィジョンを推進しましたか
ミッションとヴィジョンに分けて記載
ミッション：より良い変化をもたらす力を青年に与えるために、発展・成長の機会を提供すること
ヴィジョン：若き能動的市民の主導的なグローバル・ネットワークになること
	
	How does this project advance the JCI Mission and Vision? ※200単語まで
【参考】
JCI Mission：To provide development opportunities that empower young people to create positive change
JCI Vision：To be the leading global network of young active citizens

	ＪＣＩ ミッションを推進する：より良い変化をもたらす力を青年に与えるために発展・成長の機会を提供すること
・家庭内で家事育児を女性のみが行うというアンバランスな力関係を見直し、女性の社会進出を進めるためにも、会員にはその社会課題を調査し、分析する機会を得ました。
・参加する人に、ジェンダー平等について学ぶ機会を提供し、課題解決に前向きな変化を与えることができました。
・行政の取り組みを市民活動に落とし込むことで、市民全体が参加しやすい風土を形成し、地域社会が一体となて取り組む機会をつくりだしました。

ＪＣＩビジョンを推進する：若き能動的市民の主導的なグローバル・ネットワークになること
・地域社会の課題を、その地域だけの問題としてとらえるのではなく、世界のほかの地域での対応をみることで、若者が直面する課題解決を世界ネットワークの上で議論することができる。

	
	JCI Mission：
・In order to review the unbalanced power relationship that only women carry out household chores at home, and to promote the social advancement of women, members had the opportunity to investigate and analyze their social issues.
We have provided participants with the opportunity to learn about gender equality and make positive changes in problem solving.
・By incorporating local government attempts into social activities, we created a climate in which all citizens can easily participate, creating an opportunity for local communities to work together.
	
JCI Vision：
・By looking at the issues of the local community as problems in that region only, and by looking at the responses in other parts of the world, it is possible to discuss on the global network the solution to the problems faced by young people.

＜１３４＞


	
	
	

	2 メンバーの参加
	
	Membership Participation

	LOMメンバーの事業参加人数を記述してください。（数字で記載）
	
	By number, how many members were involved in this program? ※2単語まで

	約６００人
	
	About ６００

	LOMメンバーの参加率を記述してください（％で記載）
	
	By percentage how many members of the Local Organization were involved in this program? ※1単語まで

	８０％
	
	８０％

	このプログラムにおいて、メンバーの主な役割を記述してください。
	
	Describe the main roles of the participating members in this program. ※300単語まで

	理事長
・年間の活動計画を策定し、その中でジェンダー平等社会の構築に向けた活動指針を作成します。
・プロジェクトを推進するにあたり、最終意思決定を行いました。

委員長
・理事長の方針に則り、具体的な全体計画を策定します。
・イベント開催においては、現場の陣頭指揮をとります。
・有識者との勉強会を開催し、会員の意識向上を図ります。

アドバイザー
・過去に委員長を務めた人がアドバイザーに就任します
・委員長の補佐を行い、時には委員長に代わって現場を指揮します。

卒業予定者
・事業全体への的確なアドバイスを行います。
・メンバーに対して積極的に模範をしめします

委員会メンバー
・委員長の全体計画に従って、具体的な行動を行います。
・スポンサーとの交渉や共同を担います。
・参加者の動員に向けて、関係団体を回りイベントの告知・集客を行います

	
	Chairman
・Develop an annual activity plan, and create an activity guideline for building a gender equal society in it.
・Make the final decision in promoting the project.

Director
・Formulate a concrete overall plan in accordance with the president's policy.
・Take the spearhead of the scene at the event
・Hold study sessions with experts to raise awareness among members

Advisor
・The person who has been chaired in the past becomes an advisor
・Assists the chairperson and sometimes directs the scene on behalf of the Director

Expected graduate
・Providing accurate advice to the entire project
・Actively set an example for members

Member
・Take concrete actions according to the Director's overall plan
・Handles negotiations and collaboration with sponsors
・go around affiliated groups and announce events and attract customers

＜１２５＞



	
	
	

	3 地域社会への影響
	
	Community Impact

	このプロジェクトの地域社会的影響を、どのように測りましたか？
	
	How did the Local Organization measure community impact for this project? ※200単語まで

	この家族シートを地域で広めるにあたり、多数のイベントを開催し、多様な人々を巻き込むことで、社会的影響を生み出すことを計測しました。

1 名古屋市が主催し42の経済団体、学識団体、市民団体、行政で構成される男女平等参画推進会議に参画し、家族シートを発表し、賛同を得ました。

2 名古屋青年会議所５月例会「職場環境を整えて持続可能な会社をつくろう」
開催日：２０２０年５月１４日
この例会は、会員が、男女共に従業員が働きやすい職場環境整備の手法を学び、ワーク・ライフ・バランスの重要性を学びます。
名古屋ＪＣ会員６８１人中３８０人

3 ２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎ予選会、愛知大会
７月に予選会愛知大会が開催され、愛知県代表のファイナリストが選出されました。
招待者等約６５０人中ほぼ全員が参加し、ミーティングシートをお伝えすることができました。

4 ＷＥＢセミナー「仕事も家庭もＪＣも！～新しいの夫婦の形～」
名古屋ＪＣ会員６８１人中５０人
一般公開向けＷＥＢセミナー②「タイトル未定」	"9月中旬開催予定
"9月中旬開催予定
市民300人+名古屋ＪＣ会員100人"

5 愛知県・名古屋市への報告会　"１０月開催予定
"１０月開催予定
名古屋ＪＣ会員30人"

	
	In spreading OFMS in the community, we have held numerous events and measured the creation of social impact by involving diverse citizens.

1 We participated in a gender equality promotion conference organized by the city, consisting of 42 economic groups, academic groups, civic groups, and government, announced OFMS, and received approval.

2 May 14, 2020 , JCI Nagoya May Meeting： "Let's Establish a Work Environment and Build a Sustainable Company"
This regular meeting, we discussed with the collaborators who created OFMS and the companies that practice OFMS.
380 members of JCI Nagoya participated.

3 2020 Mrs. Earth. Japan qualifying, Aichi tournament
The qualifying Aichi tournament was held in July, and a finalist representing Aichi Prefecture was selected.
Almost all of about 650 people including invited citizens participated and were able to give OFMS. 

4 WEB Seminar that teaches valuing the time of a couple while participating in JC activities, about 50 JC members participated.
In September, a similar lecture will be given to the general public and 400 citizens will participate.

5 Holding a briefing session in Aichi Prefecture and Nagoya City, in October, JCI Nagoya 30 members will report the results of cooperation with local government.

＜１97＞

	このプロジェクトが与えた地域社会への影響を記述してください。
	
	Describe the actual community impact produced by this project. ※300単語まで

	このプロジェクトが地域社会に与えた社会的影響は下記のものです。

1 名古屋市が主催する男女平等参画推進会議に、42もの経済団体、学識団体、市民団体、行政が参加するのは、名古屋において男女平等参画の推進の難しさを表します。
私たちのプロジェクトは、日常生活の「会話」の少なさに課題を見出し、家族ミーティングシートは会話から名古屋に影響を与えるものです。

2 名古屋青年会議所５月例会「職場環境を整えて持続可能な会社をつくろう」では、JCI会員を対象に開催しました。これにJCI会員名古屋の会員３８０名が参加し、JCI名古屋が地域のリーダーとして、女性の活躍社会の創出の必要性や重要性について学ぶことができました。そして家族ミーティングシートについても、自分の家庭で実践できるスキルを身に着けました。

3 「ミス・アース・ジャパン」は、「美」のみならず、地球環境保護をコンセプトします。地球環境問題に真剣に取り組むオピニオンリーダを輩出する世界４大ビューティーページェントの一つです。そして、今年からミセス・アース・ジャパンが開催され、その予選会にJCI名古屋が関われることは、家庭をもつ女性に広く家族ミーティングシートを周知できる絶好の機会です。

７月に予選会愛知大会が開催され、愛知県代表のファイナリストが選出されました。
招待者等約６５０人中ほぼ全員が参加し、ミーティングシートをお伝えすることができました。

4 ＷＥＢセミナー「仕事も家庭もＪＣも！～新しいの夫婦の形～」
名古屋ＪＣ会員６８１人中５０人
一般公開向けＷＥＢセミナー②「タイトル未定」	"9月中旬開催予定
"9月中旬開催予定
市民300人+名古屋ＪＣ会員100人"

5 行政との連携は最重要テーマです。１０月開催予定の愛知県・名古屋市への報告会で、家族ミーティングシートの取り組みとその効果を愛知県と名古屋市に報告することで、愛知県・名古屋市に家事・育児分担の男女間格差解消に向けた取り組みを、協力に推進するように動機づけることを目的とします。

6 本事業を通して市民や会員から意見を吸い上げ、作り替えられた家族ミーティングシートの普及活動は、一般社団法人引き継がれ、引き続き名古屋市の市民へ影響を与え続けます。



	
	The project has had the following social impacts on the community.

1 The fact that 42 organizations participate in the gender equality promotion conference sponsored by the city of Nagoya shows the difficulty of promoting gender equality in Nagoya.
We publicized that our project finds root in the small "conversation" in everyday life, and OFMS influence Nagoya from each home.

2 The May regular meeting of JCI Nagoya “Create a sustainable environment and create a sustainable company” was held for 380 JCI Nagoya members, and they learned about the necessity and importance of practicing OFMS at home.

3 "Miss Earth Japan" is not only "beauty" but also the concept of global environment protection. 
And from this year, "Mrs Earth Japan" will be held, and having JCI Nagoya involved in the qualifying event is a great opportunity to make OFMS widely known to women who have families.
And we can have a strong impact on women who are of great social interest.

4 WEB Seminar that teaches valuing the time of a couple while participating in JC activities will be held in September. That means JCI Nagoya will improve its educational activities for its members to become a pioneer in the region to maximize the impact on Nagoya.

5 Collaboration with the government is the most important theme for JCI Nagoya.
At the briefing session to be held in Aichi Prefecture/Nagoya City in October, by reporting the efforts and effects of OFMS to both governments, let them do it powerfully to promote the efforts toward the solution that the gender gap between housework and childcare. 

6 We will collect opinions from citizens and members through this project, and upgrade OFMS. As this project is handed over to a private organization, the impact on Nagoya City will continue.

＜２９６＞

	
	
	

	4 国連機関または協力者との関連
	
	Link with UN Agencies or Partnerships

	このプログラムに参加したまたは協力した国連関係機関をリストアップしてください。その関係性も記述してください。　(なければN/Aと記載)
	
	List any UN Agencies that participated in any way. Describe their involvement. (write N/A if note) ※150単語まで

	N/A
	
	N/A

	その他、このプログラムに参加したパートナー（関係者）をリストアップしてください。　(なければN/Aと記載)
	
	List any other partners that participated in this program. (write N/A if none) ※100単語まで

	１）9行政組織
・愛知県県民文化局男女共同参画推進課
・愛知県福祉局子育て支援課
・愛知県労働局労働福祉課
・名古屋市総務局総合調整部男女平等参画推進室
・名古屋市子育て支援課
・名古屋市子ども・子育て支援センター
・名古屋市市民経済局産業部産業労働課
・名古屋市市民経済局中小企業振興センター経営支援課
・名古屋市男女平等参画推進会議

２）7 NPO法人・民間団体
・NPO法人ｔａｄａｉｍａ！
・ファミリーキャリアサポーター
・一般社団法人ＷＥＰ
・にこにこママネットワーク
・２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎ
・ママバラ
・弁護士法人ＴＲＵＴＨ＆ＴＲＵＳＴ

３）企業
(株)ティー・オー・エム
岡田金属(株)
(株)山十
松栄商事(株)
(株)スマートテクニカ
アウラ・インターナショナル
(株)岩崎設計事務所
(株)伊藤工務店
(株)エルトラスト
(株)ＳＹＡＮＤＯＲＡ
原田金物(株)
ＪＩ法律経営グループ
(株)クリッククローバー
ＬＨサービス
(株)アド・ジャパン

4） 学校
学校法人福寿学園

５）各地青年会議所
公益社団法人春日井青年会議所
一般社団法人橿原青年会議所
公益社団法人諏訪圏青年会議所
一般社団法人横浜青年会議所
一般社団法人丹羽青年会議所
	
	１）9 Local government divisions
・Aichi prefecture, Gender equality promotion division
・Aichi prefecture, Child care support division
・Aichi prefecture, Labor ｗelfare division
・Nagoya city, Gender equality promotion division
・Nagoya city, Child care support division
・Nagoya city, Child and child care support center
・Nagoya city, Industry & labor division 
・Nagoya city, Enterprise promotion center
・Nagoya city, Gender equality promotion conference

２）7 NPO & Private organizations
・NPO tadaima!
・２０２０Ｍｒｓ．Ｅａｒｔｈ．Ｊａｐａｎ
・Lawyer Firm ＴＲＵＴＨ＆ＴＲＵＳＴ etc,

３）15 Companies
・TOM Co., Ltd.
・Iwasaki Design Office Co., Ltd.
・Ad Japan Co., Ltd.　 etc,

４）1 Incorporated educational institution
・Fukuju Gakuen

５）5 LOM
・JCI Kasugai
・JCI Kashihara
・JCI Yokohama etc,

＜９８＞

	パートナーは、どのようにこのプロジェクトに参加することになりましたか？
	
	How were partners engaged to participate in the program? ※250単語まで

	１）9行政組織
家事・育児分担の男女間格差解消は地方自治体にとっても最重要な課題です。その地方自治体をパートナーとすることで、JCI名古屋のつくる家族ミーティングシートの実効性を高め、市民に広く周知されるように計画しました。
・シート内容考案に際し意見聴取
・行政課題を聴取し、家族ミーティングシートへの反映

２）7 NPO法人・民間団体
私たちにとって、NPOや民間団体は、最重要のパートナーです。
女性の声を一番集めているのは彼らだからです。
・共同してシート実践を促進

３）企業
資金確保は、このプロジェクトを進める上で避けられない課題です。会員の経営する企業や地域の篤志家たちが、このプロジェクトに共感し、寄付をくれた。
そして共に広めてくれました。
・共同してシート実践を促進
・プログラムの推進のために寄付

4） 学校
教育現場は、長期的にこのプロジェクトを進んる上で欠かせないパートナーです。
・共同してシート実践を促進

5） 各地青年会議所
JCI名古屋は、他のLOMとの連携を大切にする文化と歴史をもっています。このプロジェクトの地域へのインパクトを大きくするためにも、彼らと一緒に進めることで効果的です。
・共同してシート実践を促進

	
	１）9 Local government divisions
Eliminating the gender gap in household chores and childcare is the most important issue for local governments.
By making that local government a partner, we plan to improve the effectiveness of the family meeting sheet created by JCI Nagoya so that it will be widely known to the public.
・Advised on OFMS content
・Listen to administrative issues and reflect on OFMS

２）7 NPO & Private organizations
NPOs and private organizations are our most important partners to us. They are the ones who collect the most female voices.
Partnering with them helped drive and enhance the effectiveness of our projects.
・Jointly promoted OFMS practice

３）15 Companies
Funding is an unavoidable issue in the progress of this project.
Member companies and regional benevolent manager sympathized with this project and donated. And they spread it together.
・Jointly promoted OFMS practice
・Donate to promote the program

４）1 Incorporated educational institution
Educational sites are essential partners in the long-term progress of this project.
Their presence allowed us to carry out this project from a children's viewpoint
・Jointly promoted OFMS practice

５）5 LOMs
JCI Nagoya has a culture and history that values ​​collaboration with other LOMs.
It is effective to work with them to increase the impact of this project on the region.
・Jointly promoted OFMS practice

＜２１４＞

	
	
	

	5 プログラムの長期的な影響
	
	Long-term Impact of the program

	このプロジェクトによって得られると予測される長期的な影響を記述してください。
	
	What is the expected long-term impact of this project? ※200単語まで

	私たちのプロジェクトは、以下の長期的な影響を生み出しました。
1） 会員すべてが、家庭内での男女のバランスのとれた生活を意識するように動機付けました
2） 地域社会からワークライフバランスの推進を定着させることができました。
3） ワークライフバランスの推進の最初は、家庭内での会話を行うことにあるという、とても単純な課題であることがわかり、ワークライフバランスの推進は、日常のとても単純なことの積み重ねであり、持続可能な取り組みへとつながっていきます。
4） 行政に対して、ワークライフバランスの推進について、今後もより良い方向性に助言をすることができる関係を構築しました。
5） ＪＣＩ名古屋が、ワークライフバランスを強力に推進する団体であることを内外に示すことが出来たので、ワークライフバランスに意識をもった会員がJCI名古屋へ入会する数が増え、ＪＣＩ名古屋としてのワークライフバランスの推進事業を、今後益々強力に推し進めることが可能となります。

	
	Our project has produced the following long-term implications:
1） All members motivated to be aware of the balanced life of men and women at home.
2） We were able to establish the promotion of work-life balance from the local community.
3） We found that the first step in promoting work-life balance was to have conversations at home, which was a very simple task.
Promotion of work-life balance is a very simple accumulation of everyday things, and leads to sustainable efforts.
4） We have established a relationship where we can continue to give advice to the government in a better direction regarding the promotion of work-life balance.
5） JCI Nagoya was able to show inside and outside that it is a group that strongly promotes work-life balance.
As the number of members who are aware of work-life balance increases in JCI Nagoya, it will be possible for JCI Nagoya to further promote the work-life balance promotion business.

＜１５６＞

	このプロジェクトの改善点・改善策を記述してください。
※マイナスな表現はしないでください。前向きな改善点を記載しましょう
	
	What changes would you make to improve the results of this project? ※300単語まで

	このプロジェクトの改善点は次のものです。
1） メディアをつかったプロモーション活動を行う必要があります。市民に対して最も効果的なプロモーション活動はメディアです。メディア戦略を立てられなかったことは、改善点であり、次への重要な引継ぎ事項になります。
2） アンケートの取り組みをもっと行いたいと思います。実際に回収できたアンケート結果は約３千ですが、これでは十分とは言えません。１万のアンケートを、私たちは到達するべきでした。
3） 女性が実際に働く会社経営者とのタイアップをもっと大きな取り組みに出来ればよかった。女性が働く現場も様々だ。それをシートに反映できれば、OFMSはもっと素晴らしい効果的なものとなった。
4） 海外のJCIとの連携をもっと深めたい。日本はジェンダー・ギャップ指数が世界でも最下位に近い。女性の活躍が推進されている海外のLOMやNOMと連携できれば、きっと素晴らしいプロジェクトになった。
	
	The improvements in this project are:
1） It is necessary to carry out promotional activities using the media.The most effective promotional activity for the public is the media.
Failure to set up a media strategy is an improvement and an important next step.
2） We needed to do more questionnaires work.
The number of questionnaires actually collected is about 3,000, but this is not enough. We should have reached the 10,000 surveys.
3） It would have been great if we could expand the tie-up with business owners where women actually work.
There are various sites where women work. OFMS would be even better and more effective if it could be reflected in the sheet.
4） We would like to deepen cooperation with overseas JCI. Japan has the lowest gender gap index in the world.
It would have been a wonderful project if we could collaborate with overseas LOM and NOM, where women's activities are being promoted.

＜１５６＞



	「目的・財務計画・実施」項目に添付する画像を下部に貼付してください
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